
JRCA 2025 年度 第 13 回理事会 議案 

 

2025 年 11 月 12 日(水)18:00～ web 会議  

                      参加者： 福永、伊藤、中島、長瀬、高桑、

斉藤、白井、竹内、西井、倉林、

渡辺、石城、津田 

 

1. Japan Mobility Show 2025 実施報告について 

・大きな事故もなく無事に終了出来た。 

・多くの来場者が集まり、ラリーの認知度向上に貢献できた。 

・サービスパークに多くの人々が集まったことで、参加いただいた多くのチームから、次

回の Japan Mobility Show でも協力したいと述べた。 

・会場が小さく、参加者が多すぎたことが課題として挙げられた。 

・開催されたギャラリー体験イベントについての報告。 

台数は 25 台で、57 人の参加者が申し込んだが、実際の参加者数は 53 人となった。 

４回のトークショーが実施され、JRCA 会員の参加状況について 

は特に優先的な取り組みは行われなかったが、選手からの反応は良好だった。 

・12 月 3 日にジャパンモビリティショー2025 の反省会を実施し、オフィシャル側の話も 

含めて議論することとなった。 

・モビリティショーの収支報告を次回までに準備する。 

・出店台数、もぎラリー体験参加者数、JRCA 会員来場者数、収支の詳細を 12 月 3 日まで 

に報告する。 

 

2. JRCA 会則の変更について 

・主要な変更点として、会長の選出を公選制に変更し、任期を 1 年から 3 年に延長する 

ことが提案された。また、会長のリコール規定を新設し、会則の改定には会員の三分の

二以上の賛成が必要との意見が出た。 

・委任制度の導入が提案され、無回答の会員を除外して三分の二の賛成を計算する方法に

ついて議論された。 

・次年度の会長選出について議論され、現在の体制が続く限り、現会長が 1 月から続投す 

ることが確認された。総会の日程については、会計年度の終了前に開催する必要がある 

ため、1 月 1 日から 31 日の中に設定することが決定された。 

 

3. JRCA アワード選出について 

・2025 年度の JRCA アワードは下記の 1 主催者、4 名の選手に決定した。 



・YUHO Rally ラリー飛鳥 supported by トヨタユナイテッド奈良 

・JN-2 山田 啓介選手/藤井 俊樹選手 

・JN-5 河本 拓哉選手/有川 大輔選手 

・アワードメンバーへの盾の準備と連絡を行い、11 月 28 日の JAF 表彰式に持ち込み、 

福永会長が各受賞者に授与する。 

 

4. その他 

・規約改定案に委任状に関する規定を追加し、総会開催時期を 1 月中に修正する。 

・12 月 3 日の理事会議案に意見交換会の項目を追加する。 

・修正された規約改定案を理事全員に送付し、確認を依頼する。 

・主催者会議の情報が入り次第、速やかに共有し、意見交換会の準備を進め、主催者会議 

の情報に基づいて日程を調整する。 

・規約改定について 12 月 3 日までに意見があれば提出する。 

・1 月の総会と理事会の日程はオートサロンとの重複を避けるため、1 月の後半（1 月 26 

日頃）に設定することした。 

・消費税の申告について、消費税申告を税理士に依頼し手続きを進める。 

 

5. 次回理事会について 

・第 14 回理事会は 12 月 3 日(水)16:30～WEB&リアル(新宿周辺)にて予定。 

以上 


